
 

 

 

 

 

  

こ
の
こ
と
に
よ
り
次
期
総
会
を
半
年
以
内
に
開
催
し
、
令
和

２
年
度
の
活
動
報
告
及
び
活
動
方
針
を
改
め
て
提
案
審
議
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

五 

次
期
理
事
会
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て 

 

・
㈳
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
の
活
動
は
、
前
年
度
ま
で
の
活
動
を 

継
続
す
る
こ
と
と
し
、
新
た
な
案
件
が
生
じ
た
場
合
は
、 

事
務
局
に
お
い
て
協
議
対
応
す
る
。 

全
会
一
致
で
承
認
。 

 

引
き
続
き
第
十
回
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
社
員
十
九
名
中

出
席
者
四
名
、
委
任
状
十
一
名
で
社
員
総
会
の
成
立
を
確
認
し

ま
し
た
。 

理
事
会
成
立
確
認
報
告
後
、
事
業
年
度
会
計
報
告
の
承
認
を

行
い
、
活
動
報
告
並
び
に
令
和
２
年
事
業
運
営
計
画
な
ど
協
議

の
上
、
確
認
し
ま
し
た
。 

今
後
も
他
団
体
と
の
協
賛
企
画
行
事
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
捉
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
も
㈳
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
活
動
の
ご
理
解
と
各
行
事
へ
の

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
の
兆
し
を
見
せ
て
い
な
い
こ

と
を
受
け
、
緊
急
事
務
局
会
議
を
十
月
三
日
（
土
）
に
大
阪
市
北

区
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

議
題
は
第
二
十
二
回
理
事
会
及
び
第
十
一
回
社
員
総
会
（
十
月

二
十
四
日
）
開
催
等
に
つ
い
て
。 

協
議
の
結
果
、
現
状
を
鑑
み
第
二
十
二
回
理
事
会
・
第
十
一
回

社
員
総
会
は
開
催
を
延
期
し
、
来
年
度
の
定
期
理
事
会
及
び
定
期

社
員
総
会
（
来
年
五
月
開
催
）
に
て
、
活
動
方
針
を
決
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。 

今
後
の
活
動
は
今
年
度
を
踏
襲
・
継
続
し
、
会
員
拡
大
・
基
金

箱
の
整
理
・
萬
栄
会
員
の
拡
大
・
グ
ル
ー
プ
会
議
の
開
催
・
シ
ャ

ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。 

な
お
、
相
馬
名
誉
顧
問
偲
ぶ
会
は
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

み
ど
り
の
は
っ
ぱ 

 

 

【発行者・所在地】(社) 

グリーンポスト事務局 

大阪市中央区宗右衛門

町５－２５－３０２ 

☏06-6212-3100 

 

Vo. １

４ 

去
る
五
月
三
十
日
（
土
）
大
阪
市
中
央
区
に
於
い
て
、
第
二

十
一
回
㈳
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

第
十
回
社
員
総
会
は
理
事
会
閉
会
後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
十
一
回
理
事
会
は
、
理
事
十
六
名
中
出
席
者
四
名
、
委

任
状
十
一
名
で
理
事
会
成
立
を
確
認
。 

議
長
に
酒
井
理
事
長
を
選
出
し
、
各
議
題
に
つ
い
て
提
案
審

議
を
行
い
ま
し
た
。 

1
 

令
和
元
年
度
の
決
算
報
告 

 

・
決
算
報
告
書
（
税
理
士
作
成
）
を
基
に
確
認
。 

 

全
会
一
致
で
承
認
。 

※
物
産
販
売
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
収
益
を
上
げ
ら
れ
ず
、 

新
会
員
や
収
入
増
の
対
策
が
課
題
。 

二 

活
動
報
告
及
び
活
動
方
針
に
つ
い
て 

・
第
二
十
二
回
理
事
会
で
改
め
て
提
案
。 

全
会
一
致
で
承
認
。 

三 

名
誉
顧
問
故
相
馬
達
雄
氏
の
就
任
に
つ
い
て 

 

・
故
相
馬
達
雄
氏
の
名
誉
顧
問
指
名 

・
偲
ぶ
会
の
開
催
（
十
月
二
十
四
日
予
定
） 

全
会
一
致
で
承
認 

四 

次
期
第
二
十
二
回
理
事
会
等
の
開
催
に
つ
い
て 

 

・
次
期
理
事
会
及
び
社
員
総
会
を
十
月
二
十
四
日
（
土
） 

に
開
催
す
る
。 

全
会
一
致
で
承
認
。 

 ※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
対
処
す
る
た
め
、
最
小

限
の
規
模
の
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。 

  

  

  

社 団 法 人 グ リ ー ン ポ ス ト 〈 み ど り の は っ ぱ 〉   令和２年（２０２０年）１０月２６日（月）  

－１－ 

 

  

い
つ
も
ご
理
解
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

㈳
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
は
皆
さ
ま
の
善
意
を
年
２
回
収
納
（
六
月

と
十
二
月
）
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
（
毎
年
度
税
理
士
に

よ
る
収
支
決
算
報
告
実
施
） 

今
期
の
会
費
納
入
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
募
金
箱
の
回
収
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
３
箇
所
１
２
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ま
か
ら
の
大
切
な
寄
付
金
と
し
て
、 

ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
活
動
に 

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
ご
理
解
ご
協
力
を 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

 ◎
萬
栄 

特
約
会
員
の
募
集
と
利
用
者
の
拡
大
に
つ
い
て 

㈱
萬
栄
に
は
㈳
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
団
体

会
員
登
録
を
し
て
い
ま
す
。 

現
在
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
拡
大
を
し
て
い
ま
す
。 

※
グ
ル
ー
プ
は
明
治
安
田
生
命
相
互
会
社
・
大
末
建
設
労
働

組
合
・
不
動
テ
ト
ラ
労
働
組
合
・
建
研
労
働
組
合
で
す
。 

会
員
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
は
、
㈱
萬
栄
各
館
で
利
用
で
き
る

『
萬
栄
カ
ー
ド
』
が
使
え
る
カ
ー
ド
発
行
が
で
き
ま
す
。 

 《
特
典
Ⅰ
》 

百
貨
店
と
同
じ
商
品
が
４
０
％
か
ら
１
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ 

で
買
え
る
。
（
参
考
小
売
価
格
） 

《
特
典
Ⅱ
》 

年
会
費
永
年
無
料 

・
所
在
地
大
阪
市
中
央
区
南
久
宝
寺
町
３-

３-

１
１1 

（
最
寄
り
駅
大
阪
メ
ト
ロ
本
町
駅
な
ど
） 

・
駐
車
場
あ
り 

・
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
無
料 

・
喫
茶
・
食
堂
あ
り 

・
萬
栄
グ
ル
ー
プ
の
ジ
ェ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。 

〒5
6
2
-
8
5
6
6

大
阪
府
箕
面
市
船
場
東
２-

２-

２ 

 

 

  

  

  

◎
会

費

納

入

等

に
つ
い
て 

 

 

 

☆
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
第
二
十
一
回
理
事
会
開
催
！ 

https://www.manei.co.jp/


 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

  

  

  

  

【
フ
リ
マ
・
ポ
ス
グ
リ
（
仮
称
）】 

コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
も
勉
強
も
ま
ま
な
ら
ぬ
毎
日
が
、
よ
う
や
く
少
し

ず
つ
動
き
出
し
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

在
宅
中
に
行
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、
整
理
整
頓
や
掃
除
に
家
庭
菜
園

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？ 

屋
内
整
理
を
し
て
引
き
出
物
、
満
中
陰
志
や
購
入
し
た
け
ど
使
っ
て

い
な
い
品
物
は
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
？ 

よ
ろ
し
け
れ
ば
物
々
交
換
な
ら
ぬ
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
形
式
」
で

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

㈳
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
へ
情
報
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
に
広
く

周
知
し
、
必
要
な
方
に
譲
ら
せ
て
い
た
だ
く
。 

善
意
の
輪
が
広
が
る
こ
と
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
が
新
た
な
寄
付
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い

ま
す
。 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
う
か
が
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

ま
た
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

《
連
絡
先
》
〒
５
４
２-

０
０
８
４ 

大
阪
市
中
央
区
宗
右
衛
門
町
５-

２
５-

３
０
２ 

ﾒ
ｰ
ﾙｱ
ﾄﾞ
ﾚｽ

 green9-4-5@outlook.jp 

 

【
編
集
後
記
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
な
か
な
か
収
ま
ら
な
い
。 

さ
ら
に
、
熱
波
猛
暑
に
大
型
台
風
。 

豪
雨
も
追
い
打
ち
を
か
け
、
列
島
各
地
の
被
害
は
甚
大
。 

防
災
を
し
っ
か
り
考
え
、
実
践
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
、
世
相
を
漢
字
一
文
字
で
表
現
す
る

年
末
の
風
物
詩
で
あ
る
「
今
年
の
漢
字
」。 

昨
年
は
京
都
・
清
水
寺
の
森
清
範
貫
主
が
揮
毫
し
た
漢
字
は
「
令
」。 

も
し
か
し
た
ら
、
今
年
の
一
文
字
は
『
禍
』
か
も
。 

今
年
も
残
さ
れ
た
日
は
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ま
方
が
健
や
か
で
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
ま
す

よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
仁
） 

★
タ
イ
・
ラ
オ
ス
の
山
岳
少
数
民
族 

・
ア
カ
族
・
・
・
「
ア
カ
」
と
は
「
川
か
ら
遠
く
離
れ
る
」
こ
と
を
意
味
す

る
言
葉
。
一
族
な
ら
で
は
の
多
く
の
特
徴
的
な
生
活
習
慣
や
儀
式
を
持

つ
民
族
と
し
て
も
知
ら
れ
、
中
で
も
、
祖
先
と
の
つ
な
が
り
を
と
て

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

男
の
子
の
名
前
は
代
々
父
親
の
名
前
の
一
部
を
取
っ
て
命
名
し
て

い
く
「
父
子
連
名
法
」
で
す
。 

・
リ
ス
族
・
・
・
リ
ス
族
の
「
リ
ス
」
と
は
「
高
貴
な
人
」
と
い
う

意
味
。
中
国
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
・
イ
ン
ド
４
か
国
国
境
に
ま
た

が
っ
て
分
布
。 

プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、
競
争
心
が
強
い
と
い
う
の
も
特
徴
で
す
。 

・
モ
ン
族
・
・
・
モ
ン
語
で
「
自
由
な
人
々
」
・
「
我
々
」
と
い
う
意

味
の

H
m

o
n
g

（
モ
ン
）
は
、
そ
の
名
の
通
り
独
立
心
が
強
く
、
自

分
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
を
守
ろ
う
と
す
る
意
識
の
強
い
民
族
で
す
。 

・
ラ
フ
族
・
・
・
ラ
フ
族
の
名
は
「
虎
を
狩
る
」
と
い
う
言
葉
に
由

来
し
ま
す
。
そ
の
勇
ま
し
い
名
前
と
は
異
な
り
、
温
和
で
「
祈
り
」

を
大
切
に
す
る
民
族
で
す
。 

「
家
族
の
健
康
」
「
富
」
「
心
配
ご
と
が
な
く
な
る
よ
う
に
」
と
い
っ

た
個
人
的
な
祈
り
だ
け
で
な
く
、
「
村
の
繁
栄
」
「
実
り
あ
る
労
働
」

「
村
の
動
物
た
ち
」
な
ど
身
の
周
り
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
祈
り
を
捧

げ
ま
す
。 

・
カ
レ
ン
族
・
・
・
自
然
を
敬
い
、
霊
を
畏
れ
、
正
直
で
誠
実
で
あ

る
こ
と
を
美
徳
と
す
る
価
値
観
を
持
ち
ま
す
。 

山
岳
民
族
で
唯
一
ゾ
ウ
を
調
教
す
る
民
族
で
す
。 

・
ミ
ェ
ン
族
・
・
・
ル
イ
ク
ワ
ン
と
呼
ば
れ
る
モ
コ
モ
コ
の
襟
が
印

象
的
な
ミ
ェ
ン
族
。
モ
ン
族
と
同
じ
中
国
の
「
三
苗
（
サ
ン
ミ
ャ
オ
）」

を
祖
先
と
し
て
い
ま
す
が
、『
抵
抗
』
し
独
自
の
文
化
を
貫
い
た
モ
ン

族
に
対
し
、
漢
語
を
受
け
入
れ
漢
民
族
と
の
商
い
を
通
じ
て
『
共
生
』

の
道
を
歩
ん
で
き
た
の
が
ミ
ェ
ン
族
で
す
。 
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日  

『
や
が
て
学
び
に
か
わ
る
も
の
』 

世
界
に
は
少
数
民
族
が
多
数
存
在
し
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
言
語
や
生
活
様
式
を
奪
わ
れ
、
迫
害
や
阻
害
さ
れ

て
い
る
人
々
も
多
く
存
在
し
ま
す
。 

彼
ら
が
生
活
し
て
い
く
上
で
、
少
し
で
も
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。 

モ
ノ
や
お
金
を
送
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
が
作
っ
た
も
の
を
買
っ

て
応
援
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

ご
紹
介
す
る
『C

RA
FT
 AI

D

』
は
ア
ジ
ア
の
女
性
が
手
仕
事
で
作
っ
た

モ
ノ
を
展
開
す
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
事
業
で
す
。 

収
益
の
一
部
は
子
供
の
教
育
支
援
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。 

カ
タ
ロ
グ
等
は
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。 

い
つ
で
も
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
㈳
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

－２－ 

 

手刺繍 

アニマルポーチ 

 

お花のモチーフの 

手刺繍ハンドバック 

 

手織りイカットの 

ビックトートバック 

★オンラインストア★ www.craftaid.jp 

公益社団法人シャンティ国際ボランティア会 

ほんの一部ですがご紹介します 

善
意
の
輪
が
広
が
る
こ
と 

http://www.craftaid.jp/

